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本
書
は
、
仁
和
寺
（
真
言
宗
御
室
派
総
本
山
）
が
所
蔵
す
る
史
料
の
う
ち
、

御
経
蔵
第
一
五
〇
函
の
古
文
書
の
一
部
（
二
一
六
点
）
を
収
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
文
書
の
年
代
は
院
政
期
か
ら
室
町
後
期
に
至
る
。
解
題
に
よ
る
と
、
当

函
の
古
文
書
は
元
々
法
服
入
れ
に
使
わ
れ
て
い
た
唐
櫃
に
収
め
ら
れ
て
い
た

も
の
で
、
文
化
年
間
以
降
に
文
書
函
と
し
て
転
用
さ
れ
た
と
い
う
。
奈
良
文

化
財
研
究
所
に
よ
る
調
査
の
過
程
で
編
年
順
に
整
理
さ
れ
、
一
点
ご
と
に
通

し
番
号
が
付
さ
れ
た
。
現
状
は
未
成
巻
で
、
ま
と
ま
り
ご
と
に
包
紙
で
一
括

さ
れ
て
い
る
。 

 

宇
多
上
皇
が
出
家
し
法
皇
と
し
て
住
持
し
た
仁
和
寺
は
、
や
が
て
歴
代
住

持
に
皇
族
が
入
っ
た
こ
と
か
ら
御
室
と
も
呼
ば
れ
、
と
り
わ
け
中
世
に
お
い

て
聖
俗
に
宗
教
的
権
威
を
誇
っ
た
大
刹
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
経

済
基
盤
を
は
じ
め
、
中
世
寺
院
と
し
て
の
仁
和
寺
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明

な
部
分
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
史
料
状
況
の
問
題
が
あ
る
。

古
文
書
に
限
ら
ず
仁
和
寺
に
は
典
籍
・
聖
教
類
も
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
全
貌
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
各
研
究
機
関
・
団
体
に
よ
る
調

査
が
断
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
本
書
も
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
長
年
に
わ

た
る
調
査
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
仁
和
寺
所
蔵
の
古
文
書
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
『
平
安
遺
文
』
や
自
治
体
史
等
に
よ
り
部
分
的
に
翻
刻
さ
れ
て
は
い

た
が
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
公
刊
さ
れ
る
の
は
初
め
て
と
言
っ
て
よ
い
。
今
回

収
録
分
の
古
文
書
に
は
、
室
町
期
の
未
翻
刻
文
書
が
多
数
含
ま
れ
、『
鎌
倉
遺

文
』
未
収
録
の
も
の
も
少
な
く
な
い
。
本
書
の
刊
行
は
、
寺
院
史
の
み
な
ら

ず
中
世
史
研
究
全
体
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。 

 

さ
て
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
古
文
書
の
特
徴
を
一
言
で
言
え
ば
、
寺
領
荘

園
文
書
と
な
ろ
う
。
そ
の
所
在
地
は
畿
内
七
道
の
約
三
十
ヶ
国
に
お
よ
び
、

大
荘
園
領
主
と
し
て
の
仁
和
寺
の
姿
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と

も
、
荘
園
関
係
の
古
文
書
は
当
函
以
外
に
『
笈
』
函
等
に
も
散
在
し
て
お
り
、

寺
領
の
数
は
さ
ら
に
増
え
る
。
ま
た
、
越
中
国
石
黒
荘
や
周
防
国
秋
穂
二
嶋

荘
な
ど
、
一
つ
の
荘
園
に
つ
い
て
時
代
を
通
じ
て
文
書
が
存
在
す
る
こ
と
も

特
色
の
一
つ
で
あ
り
、
荘
園
制
を
考
え
る
上
で
も
良
質
な
素
材
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
他
、
春
屋
妙
葩
書
状
（
一
〇
八
号
）
や
未
検
出
の
将
軍
家
祈
願
寺
に

関
す
る
文
書
（
一
五
二
号
）
な
ど
、
興
味
深
い
文
書
が
数
多
く
収
録
さ
れ
て
い

る
。
本
書
は
幅
広
い
関
心
か
ら
検
討
さ
れ
る
べ
き
史
料
集
と
言
え
よ
う
。 

 

御
経
蔵
第
一
五
〇
函
に
は
、
な
お
室
町
後
期
以
降
の
中
世
文
書
が
多
数
存

在
し
て
お
り
、
続
刊
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
本
書
の
刊

行
に
合
わ
せ
、
長
く
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
『
仁
和
寺
史
料 

寺
誌
編 

一
・

二
』
が
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
で
復
刊
さ
れ
た
。
今
後
も
研
究
の
基
盤
と
な
る
史

料
の
公
刊
が
続
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 
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